
(57)【要約】

【課題】高周波ナイフを用い、熟練を要する経内視鏡的

なトラクションが必要な現行の内視鏡的粘膜下層剥離術

を安全容易に実施するために、高周波ナイフ等による通

電切除という手法を用いずに、粘膜下層へ注入する高粘

性物質自体の容積により内視鏡的な鈍的剥離を完成させ

るシステムを提供することを課題とする。

【解決手段】内視鏡的粘膜下層剥離術の切除効率・手技

の容易化・安全性を高めるために開発された薬剤の性状

、その薬剤と薬剤を注入可能とする穿刺注入針の開発及

びそれらを用いて施行する内視鏡的粘膜下層剥離術の手

法、およびその薬剤を注入をしやすくする工夫により課

題を解決する。

【選択図】　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 高 粘 性 物 質 も し く は 親 水 性 高 分 子 を 含 有 す る 溶 液 で 、 内 視 鏡 的 粘 膜 下 層 剥 離 術 ま た は 内
視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 に お い て 病 変 も し く は 粘 膜 の 下 層 に 注 入 す る こ と に よ り 、 注 入 し た 部 位
ま た は 粘 膜 下 層 の 構 造 が 分 離 も し く は 剥 離 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 局 注 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 示 し た 局 注 剤 を 目 的 と す る 部 位 へ の 注 入 を 可 能 と す る 内 視 鏡 用 注 射 針 も し く
は 穿 刺 注 入 針 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ と 請 求 項 ２ を 用 い て 内 視 鏡 的 粘 膜 下 層 剥 離 術 ま た は 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 を 可 能
に す る 方 法 及 び 工 程 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 高 粘 性 物 質 も し く は 親 水 性 高 分 子 は 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ
ー ル 、 ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ ド ン 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 ナ ト リ ウ ム 及 び ア ル ギ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ヒ
ア ル ロ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル セ ル ロ ー ス 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト
リ ウ ム 、 カ ル メ ロ ー ス ナ ト リ ウ ム 、 キ サ タ ン ガ ム 、 カ ラ ー ギ ナ ン 、 プ ル ラ ン 、 及 び ゼ ラ チ
ン か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 か ら な る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 局 注 剤 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 高 粘 性 物 質 も し く は 親 水 性 高 分 子 が 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト リ ウ ム も し
く は カ ル メ ロ ー ス ナ ト リ ウ ム か ら な る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 局 注 剤 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ４ ま た は 請 求 項 ５ に お い て 経 内 視 鏡 的 注 入 に 適 し 、 注 入 し た 部 位
ま た は 層 構 造 が 分 離 も し く は 剥 離 さ れ る 粘 性 を も つ 濃 度 で あ る こ と 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に お い て 、 前 記 高 粘 性 物 質 も し く は 親 水 性 高 分 子 が 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ
ー ス ナ ト リ ウ ム も し く は カ ル メ ロ ー ス ナ ト リ ウ ム で あ る 場 合 、 そ の 濃 度 は １ ． ５ ～ ３ ． ５
Ｗ ／ Ｖ ％ が 至 適 濃 度 で あ る こ と 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ２ を 可 能 に す る 針 の 口 径 も し く は 太 さ を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 注 射 針 も し く は 穿 刺
注 入 針 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ８ お い て 針 の 口 径 も し く は 太 さ が １ ８ Ｇ （ ゲ ー ジ ） 及 び １ ８ Ｇ （
ゲ ー ジ ） よ り 太 い 内 視 鏡 用 注 射 針 も し く は 穿 刺 注 入 針 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ４ － ７ の 構 成 要 素 の 一 部 ま た は す べ て が 注 射 用 容 器 に 封 入 さ れ た
注 射 剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 局 所 注 入 医 薬 と そ れ を 注 入 す る 穿 刺 注 入 針 に 関 す る も の で あ り 、 前 者 は カ ル
ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト リ ウ ム も し く は カ ル メ ロ ー ス ナ ト リ ウ ム に 代 表 さ れ る 粘 性 物
質 を 主 成 分 と す る も の で あ り 、 後 者 は こ れ ら の 医 薬 を 注 入 可 能 に す る 注 入 針 の 口 径 に 関 す
る も の で あ る 。 さ ら に 、 こ れ ら の 発 明 を 用 い て 安 全 ・ 容 易 に 消 化 管 腫 瘍 を 治 療 す る 内 視 鏡
的 粘 膜 切 除 術 ・ 粘 膜 下 層 剥 離 術 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 食 道 や 胃 を 含 む 全 消 化 管 の 早 期 癌 に 対 し て 、 開 腹 せ ず に 内 視 鏡 を 用 い て 病 変 部 を
切 除 す る 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 が 行 わ れ て い る 。 切 除 を 予 定 す る 部 位 の 下 層 に 生 理 食 塩 水 等
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を 注 入 し て 病 変 部 を 隆 起 さ せ 、 ス ネ ア ー 等 に よ る ル ー プ ワ イ ヤ ー 式 の 切 除 処 置 具 を 用 い て
絞 扼 後 、 高 周 波 等 に よ り 通 電 切 除 す る 。 こ の 方 法 に は 、 特 許 文 献 １ － ２ に 示 す よ う な 内 視
鏡 の 先 端 に 装 着 さ れ る フ ー ド な い し キ ャ ッ プ に 爪 部 を 設 け 、 こ れ に ル ー プ 状 に ス ネ ア ー を
配 し て 吸 引 切 除 す る 方 法 や 、 特 許 文 献 ３ に 示 す よ う な フ ー ド な い し キ ャ ッ プ の 外 周 に ス ネ
ア ー の ワ イ ヤ ー ル ー プ を 係 止 さ せ て お く 方 式 の も の 等 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 特 許 文 献 ４ に 示 す よ う に 切 除 を 予 定 す る 部 位 の 下 層 に 生 理 食 塩 水 で は な く 、 高 粘 性
物 質 の ヒ ア ル ロ ン 酸 ナ ト リ ウ ム を 用 い る こ と に よ り 形 成 さ れ た 隆 起 の 持 続 維 持 が 可 能 と な
り 安 定 し た 状 態 で の 病 変 切 除 が で き る よ う に し た 発 明 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
さ ら に 、 平 坦 で か つ 巨 大 な 病 変 を 切 除 す る た め に 、 特 許 文 献 ５ － ６ に 示 す よ う に 切 除 を 予
定 す る 部 位 の 下 層 に 膨 張 可 能 な バ ル ー ン を 挿 入 し て 、 こ れ に 流 体 を 注 入 す る こ と に よ り 鈍
的 に 剥 離 し て 切 除 す る 発 明 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 　 実 開 平 ６ － ７ ５ ４ ０ ２ 号 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 ２ 】 　 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ３ ０ １ ３ ９ 号 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 ３ 】 　 特 開 平 ９ － ６ ６ ０ １ ９ 号 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 ４ 】 　 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ９ ２ ３ ３ ６ 号 報
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 ５ 】 　 特 開 ２ ０ ０ ５ － ７ １ ６ １ 号 報
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 ６ 】 　 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ７ ７ １ ３ ５ 号 報
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 特 許 文 献 １ － ３ の 病 変 部 を フ ー ド な い し キ ャ ッ プ 内 へ の 吸 引 に よ る 方 法 は 、 安 全 で 容 易
な 方 法 で あ る が 、 必 ず し も 予 定 す る 病 変 部 の 中 心 を 吸 引 で き る と は 限 ら な い 点 や 、 経 口 的
に 挿 入 す る 内 視 鏡 の 先 端 に 装 着 す る の で フ ー ド な い し キ ャ ッ プ の 口 径 が 制 限 さ れ 切 除 可 能
と な る 病 変 の 大 き さ に 限 界 を 生 じ て い た 。 少 な く と も 病 変 を 分 割 す る こ と な く 一 括 に 切 除
す る 場 合 に は 、 大 き さ に 限 界 が 生 じ た 。 つ ま り 、 切 除 し た 標 本 を 病 理 学 的 に 連 続 し た 切 片
に て 評 価 し て 治 癒 し て い る か 否 か を 最 終 的 に 判 断 す る 必 要 が あ る 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 に お
い て 、 治 癒 と 判 断 で き る 病 変 の 大 き さ に 制 限 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 特 許 文 献 ４ で は 、 高 粘 性 物 質 の ヒ ア ル ロ ン 酸 ナ ト リ ウ ム を 用 い る こ と に よ り 大 き さ
に 制 限 の な い 広 範 な 病 変 の 切 除 を 可 能 に し た が 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 ナ ト リ ウ ム に よ り 膨 張 し た
病 変 部 の 下 層 ・ 粘 膜 下 層 を 高 周 波 ナ イ フ 等 を 用 い て 通 電 す る こ と に よ り 、 少 し ず つ 剥 離 し
な け れ ば な ら ず 、 こ の 内 視 鏡 的 に 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た め に は 、 熟 練 を 要 す る 経 内 視 鏡 的
な 様 々 な ト ラ ク シ ョ ン を 掛 け る 必 要 で あ る 。 単 に 安 定 し た 隆 起 を 形 成 す る だ け で は 、 内 視
鏡 的 粘 膜 切 除 術 か ら 新 し く 発 展 し た 内 視 鏡 的 粘 膜 下 層 剥 離 術 の 主 要 な 技 術 的 部 分 を 安 全 ・
容 易 に す る こ と に 限 界 が あ っ た 。 一 方 、 こ の 特 許 文 献 ４ で は 濃 度 あ る い は 分 子 量 が 増 大 す
る に つ れ 粘 度 が 高 く な り 、 粘 度 が 高 す ぎ た 場 合 、 内 視 鏡 用 穿 刺 注 入 針 か ら の 注 入 が 困 難 と
な る 反 面 、 粘 度 が 低 す ぎ れ ば 粘 膜 隆 起 が 不 十 分 に な り 、 平 均 分 子 量 ６ ０ － １ ２ ０ 万 の ヒ ア
ル ロ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 溶 液 で は 、 そ の 濃 度 は ０ ． ２ － １ ． ０ Ｗ ／ Ｖ ％ が 望 ま し く 、 特 に ０ ．
５ ％ 前 後 が 最 適 を 主 旨 と す る 記 載 も あ り 、 汎 用 の 内 視 鏡 用 穿 刺 注 入 針 の 使 用 の み に よ る 限
界 も 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 特 許 文 献 ５ － ６ で は 、 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 か ら 新 し く 発 展 し た 内 視 鏡 的 粘 膜 下 層
剥 離 術 を 膨 張 可 能 な バ ル ー ン に 流 体 を 注 入 し て 鈍 的 に 剥 離 す る こ と に よ り 可 能 に し た が 、
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バ ル ー ン の サ イ ズ に 従 っ て 病 変 の 大 き さ が 制 限 さ れ 、 且 つ バ ル ー ン の 膨 張 に よ る 剥 離 で は
均 質 な 剥 離 が 難 し く 、 剥 離 さ れ て い く 部 位 が 病 変 部 位 か ら ず れ て ゆ く 場 合 が 多 い 。 剥 離 は
さ れ て い く が 予 定 し た 範 囲 を 必 ず し も 剥 離 で き る と は 限 ら な い 。 一 方 、 病 変 の 下 層 へ の バ
ル ー ン を 挿 入 す る 挿 入 部 の 作 成 時 に 組 織 や 病 変 を 傷 つ け る 可 能 性 も 高 く 、 予 定 し た 範 囲 を
完 全 に 剥 離 す る た め に は 、 複 数 の 挿 入 部 を 作 る 必 要 が あ り 、 さ ら に こ の 危 険 度 が 高 く な る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 は 前 述 し た 課 題 に 対 し て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 従 来 の 内 視
鏡 的 粘 膜 切 除 術 で は 不 可 能 で あ っ た 大 き な 病 変 を 一 括 切 除 す る た め に 発 展 し た 内 視 鏡 的 粘
膜 下 層 剥 離 術 に 関 す る も の で あ り 、 同 術 を 安 全 容 易 に 実 施 す る た め に 粘 膜 下 層 へ 注 入 す る
高 粘 性 物 質 自 体 の 容 積 に よ り 鈍 的 に 剥 離 さ れ 内 視 鏡 的 切 除 が 可 能 と な る シ ス テ ム を 提 供 す
る こ と に あ る 。 高 粘 性 物 質 を 注 入 す る こ と 自 体 が 、 隆 起 を 形 成 さ せ る だ け で な く 剥 離 ま で
す る た め の 物 質 の 組 成 と こ れ を 注 入 す る た め の 内 視 鏡 用 穿 刺 注 入 針 と こ の シ ス テ ム を 可 能
に す る 工 夫 に 関 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 的 粘 膜 下 層 剥 離 術 の 切 除 効 率 ・ 手 技 の 容 易 化 ・ 安 全 性 を 高 め る た め に
開 発 さ れ た 薬 剤 の 性 状 、 そ の 薬 剤 と 薬 剤 を 注 入 可 能 と す る 穿 刺 注 入 針 の 開 発 及 び そ れ ら を
用 い て 施 行 す る 内 視 鏡 的 粘 膜 下 層 剥 離 術 の 手 法 、 お よ び そ の 薬 剤 を 注 入 を し や す く す る 工
夫 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 に お け る 薬 剤 は 、 病 変 の 下 層 を 剥 離 さ せ る 粘 性 物 質 お よ び 、 そ の 効 果 を 一 層 高 め る
成 分 と し て 、 止 血 剤 な い し 出 血 抑 制 の た め の 血 管 収 縮 剤 、 マ ー キ ン グ の た め の 色 素 を 含 有
す る 。 こ の 中 で 必 須 の 構 成 成 分 は 、 生 体 整 合 性 を 持 つ 高 粘 性 物 質 も し く は 親 水 性 高 分 子 、
具 体 的 に は カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス も し く は カ ル メ ロ ー ス 、 そ の 医 薬 的 に 許 容 さ れ る
塩 、 お よ び そ の 誘 導 体 、 類 似 体 、 複 合 体 ま た は そ の 部 分 単 位 を 含 む 化 合 物 で あ る 。 内 視 鏡
的 粘 膜 下 層 剥 離 術 に お い て 最 も 技 術 的 に 困 難 な の は 、 剥 離 操 作 に あ り 、 危 険 度 の 高 い 部 分
で も あ る 。 現 時 点 で の 剥 離 法 の 主 流 は 、 Ｉ Ｔ ナ イ フ ・ フ ッ ク ナ イ フ ・ フ レ ッ ク ス ナ イ フ 等
の 高 周 波 ナ イ フ に よ る 通 電 切 除 で 、 た い へ ん な 熟 練 を 要 す る 。 こ こ に 外 科 手 術 で 通 常 行 わ
れ て い る 鈍 的 剥 離 の 手 法 を 取 り 入 れ る こ と を 考 え 、 こ れ ま で 切 除 を 予 定 す る 部 位 の 下 層 に
生 理 食 塩 水 等 を 注 入 し 病 変 部 を 隆 起 さ せ る こ と に 終 始 し て い た 点 に 着 目 し 、 注 入 す る 薬 剤
の み に よ っ て 鈍 的 剥 離 が 完 成 さ れ な い か 検 討 し た 。 生 理 食 塩 水 等 の か わ り に 、 カ ル ボ キ シ
メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト リ ウ ム も し く は カ ル メ ロ ー ス ナ ト リ ウ ム の よ う な 粘 性 の 高 い 薬 剤 を
注 入 し て 十 分 に 隆 起 ・ 突 出 さ せ る と 、 そ れ だ け で 剥 離 も 完 成 さ れ る こ と が 分 っ た 。 注 入 量
を 増 量 す れ ば 、 長 径 ２ ｃ ｍ 以 上 の 平 坦 型 腫 瘍 の 一 括 切 除 も が 安 全 か つ 確 実 に 施 行 可 能 と な
り 、 取 り 残 し の 可 能 性 も 減 少 さ せ ら れ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 切 除 予 定 部 位 を 隆 起 ・ 突
出 さ せ る こ と の み で 剥 離 が 完 成 さ れ る 、 粘 膜 下 に 注 入 す る 薬 剤 と そ の 薬 剤 を 注 入 可 能 と す
る 穿 刺 注 入 針 の 開 発 お よ び 、 こ れ を 用 い た 独 特 な 内 視 鏡 的 粘 膜 下 層 剥 離 術 の 技 法 を 提 供 す
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト リ ウ ム も し く は カ ル メ ロ ー ス ナ ト リ ウ ム は 、 膨 張 性 下 剤
と し て 一 般 臨 床 に 用 い ら れ る 商 品 名 バ ル コ ー ゼ （ エ ー ザ イ 株 式 会 社 ） に 代 表 さ れ る よ う に
生 体 反 応 性 や 毒 性 を 持 た な い 有 用 な 成 分 で あ る 。 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト リ ウ ム
も し く は カ ル メ ロ ー ス ナ ト リ ウ ム 溶 液 は 、 そ の 濃 度 が 増 大 す る に し た が っ て 粘 度 が 高 く な
る 。 内 視 鏡 的 粘 膜 下 層 剥 離 術 で の 使 用 に あ た っ て 優 れ た 効 果 を 示 す た め 、 そ の 最 適 濃 度 を
こ こ に 求 め た 。 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト リ ウ ム も し く は カ ル メ ロ ー ス ナ ト リ ウ ム
溶 液 を 例 に と れ ば 、 そ の 濃 度 は １ ． ５ ～ ３ ． ５ Ｗ ／ Ｖ ％ が 望 ま し く 、 特 に ２ ． ５ ％ 前 後 が
最 適 値 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
一 般 に 粘 度 が 高 す ぎ た 場 合 、 内 視 鏡 用 穿 刺 注 入 針 か ら の 注 入 が 困 難 と な る 反 面 、 粘 度 が 低
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す ぎ れ ば 粘 膜 下 層 の 剥 離 が 不 十 分 と な る 。 市 販 さ れ て い る 内 視 鏡 用 穿 刺 注 入 針 の 最 大 経 は
、 ２ １ Ｇ （ ゲ ー ジ ） で 、 こ れ を 用 い て カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト リ ウ ム も し く は カ
ル メ ロ ー ス ナ ト リ ウ ム 溶 液 を 注 入 し た と こ ろ 、 注 入 可 能 な 濃 度 は ０ ． ５ ％ ま で で 、 こ の 濃
度 で は 隆 起 す る も の の 十 分 な 剥 離 を 得 ら れ な か っ た 。 １ ８ Ｇ （ ゲ ー ジ ） の 穿 刺 注 入 針 を 試
作 し 注 入 し た と こ ろ 、 濃 度 ２ ． ５ ％ 溶 液 に よ り 十 分 な 剥 離 が 得 ら れ る こ と が 分 っ た 。 １ ８
Ｇ （ ゲ ー ジ ） も し く は こ れ よ り 太 い 内 視 鏡 用 穿 刺 注 入 針 を 用 い る こ と に よ り 剥 離 が 得 ら れ
る こ と が 分 っ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
病 変 切 除 時 の 出 血 を コ ン ト ロ ー ル す る た め に 、 少 量 の 止 血 ・ 血 管 収 縮 作 用 を も つ 成 分 、 例
え ば エ ピ ネ フ リ ン を こ の 薬 剤 に 添 加 す る こ と が 有 用 で あ る 。 止 血 ・ 血 管 収 縮 成 分 の 最 適 使
用 量 は 、 薬 物 の 種 類 お よ び 使 用 す る 患 者 の 疾 病 の 状 態 等 に よ り 変 動 す る の で 限 定 し に く い
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
粘 膜 下 に 注 入 す る こ の 薬 剤 に 、 医 薬 的 に 許 容 さ れ る 色 素 成 分 、 例 え ば イ ン デ ィ ゴ カ ー マ イ
ン の よ う な マ ー キ ン グ の た め の 色 素 を 添 加 す る こ と も 有 用 で あ る 。 本 薬 剤 を 着 色 す る こ と
で 、 そ れ が 粘 膜 下 に 注 入 さ れ た 範 囲 が よ く わ か る う え 、 薬 剤 が 確 実 に 粘 膜 下 層 に 注 入 さ れ
て い る こ と も 容 易 に 視 認 す る こ と が 可 能 と な り 、 内 視 鏡 的 粘 膜 下 層 剥 離 術 に お け る 操 作 性
と 安 全 性 の 向 上 を き た す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 の 薬 剤 の 構 成 成 分 の 一 部 ま た は す べ て を 注 射 器 内 に 充 填 し た 形 状 で 、 あ る い は 使 用
直 前 に こ れ ら を 希 釈 ・ 混 合 で き る よ う な パ ッ ケ ー ジ と し て 供 給 す る こ と で 、 内 視 鏡 的 粘 膜
下 層 剥 離 術 の 施 行 時 に 内 視 鏡 注 射 針 を こ の 注 射 器 の 先 端 部 に 装 着 し て 直 ち に 注 射 が 可 能 と
な る 注 射 容 器 入 り 注 射 剤 が 提 供 さ れ る 。 色 素 成 分 、 止 血 ・ 血 管 収 縮 剤 な ど の 含 有 す る 場 合
、 こ れ ら の 構 成 成 分 が カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト リ ウ ム 溶 液 と 混 合 し て 容 器 内 に 充
填 保 存 す る こ と で 化 学 的 安 定 性 に 支 障 が 生 じ う る 場 合 に は 、 該 当 す る 成 分 を 施 術 直 前 に 混
合 で き る よ う な か た ち で 供 給 す る こ と で 利 便 性 を 損 な わ ず に 済 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ ８ Ｇ （ ゲ ー ジ ） も し く は こ れ よ り 太 い 内 視 鏡 用 穿 刺 注 入 針 は 、 内 視 鏡 本 体 の 鉗 子 孔 に 挿
入 不 可 能 な こ と も 考 え ら れ る 。 こ の 場 合 、 内 視 鏡 本 体 に 外 付 け の チ ャ ン ネ ル を 取 り 付 け 、
そ の チ ャ ン ネ ル に 挿 入 す る こ と に よ り 使 用 可 能 と す る 。 ま た 、 そ の 外 付 け チ ャ ン ネ ル に は
、 必 要 に 応 じ た 先 端 フ ー ド を 接 着 す る こ と に よ り 、 よ り 適 切 な 視 野 に よ る 内 視 鏡 的 粘 膜 下
層 剥 離 術 を 実 施 で き る こ と も 可 能 と す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 に よ る 高 粘 性 物 質 を 用 い た 内 視 鏡 的 粘 膜 下 層 剥 離 術 の 実 施 例 。
１ ） 内 視 鏡 観 察 下 に 腫 瘍 な ど の 粘 膜 病 変 （ ５ ） を 確 認 し 、 病 変 部 位 の 周 囲 に 切 開 予 定 線 を
想 定 し 高 周 波 電 流 （ １ ０ ） な ど を 用 い て マ ー ク （ ７ ） す る （ 図 １ ） 。
２ ） 次 に 、 病 変 部 位 の 中 心 （ 病 理 学 的 治 癒 診 断 に 影 響 与 え ず 、 か つ 中 心 に 近 い 部 位 ） か ら
２ ３ Ｇ （ ゲ ー ジ ） 程 度 の 市 販 さ れ て い る 内 視 鏡 用 穿 刺 注 入 針 （ ６ ａ ） を 用 い て 生 理 食 塩 水
３ ミ リ リ ッ ト ル 程 度 （ ８ ） を 粘 膜 下 に 注 入 し て 、 製 剤 （ ９ ） を 確 実 に 注 入 で き る ス ペ ー ス
が 作 ら れ た こ と を 粘 膜 が 挙 上 し た こ と に よ り 確 認 す る （ 図 ２ ） 。
３ ） 引 続 き 同 じ 穿 刺 部 に 、 １ ８ Ｇ （ ゲ ー ジ ） も し く は こ れ よ り 太 い 内 視 鏡 用 穿 刺 注 入 針 （
６ ｂ ） を 用 い て 本 発 明 の 製 剤 （ ９ ） を 粘 膜 下 に 注 入 し 、 病 変 部 位 （ ５ ） を 含 め た 前 述 の マ
ー キ ン グ 部 周 囲 ま で 隆 起 さ せ る （ 図 ３ ） 。
４ ） 病 変 部 位 （ ５ ） の 全 周 に わ た っ て 前 述 の マ ー キ ン グ （ ７ ） に 沿 っ て 高 周 波 ナ イ フ （ １
０ ） を 用 い て 切 開 （ １ １ ） す る （ 図 ４ － ５ ） 。
５ ） 把 持 鉗 子 （ １ ２ ） に よ り 、 病 変 （ ５ ） を つ か み あ げ て （ 図 ６ ） 剥 離 を 確 認 す る （ 図 ７
） 。
本 発 明 の 製 剤 を 粘 膜 下 に 注 入 し た 時 点 で 剥 離 さ れ て い る の で 、 上 記 工 程 に よ り 病 変 の 剥 離
完 了 で あ る 。 も し 、 一 部 不 十 分 な 剥 離 部 が あ る 場 合 に は 、 そ の 部 分 を ス ネ ア ー や 高 周 波 ナ
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イ フ （ １ ０ ） に よ り 切 除 す る 。
　 さ ら に 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 で き る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 的 粘 膜 下 層 剥 離 術 の 効 率 ・ 安 全 性 を 高 め 、 手 技 を 容 易 化 し た 。 粘 膜 病 変
が 効 果 的 に 剥 離 さ れ る こ と で 周 辺 の 健 常 組 織 か ら 有 効 に 分 離 さ れ る た め に 取 り 残 し の 可 能
性 が 減 る こ と 、 従 来 の 最 も 手 技 の 難 易 度 が 高 か っ た 高 周 波 ナ イ フ に よ る 通 電 剥 離 の 過 程 を
無 く し 、 製 剤 の 粘 膜 下 注 入 の み で 剥 離 を 完 了 し て し ま う こ と な ど が そ の 主 な 理 由 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 切 開 予 定 範 囲 を マ ー ク し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 生 理 食 塩 水 に よ り 粘 膜 の 挙 上 を 確 認 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 製 剤 を 注 入 し 粘 膜 下 層 が 剥 離 さ れ た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 マ ー キ ン グ に 沿 っ て 切 開 中 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 マ ー キ ン グ に 沿 っ て 切 開 終 了 後 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 病 変 を 鉗 子 で つ か み 上 げ て 剥 離 を 確 認 中 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 病 変 を 鉗 子 で つ か み 上 げ て 剥 離 を 確 認 終 了 後 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
　 　 １ 　 粘 膜 層
　 　 ２ 　 粘 膜 下 層
　 　 ３ 　 筋 層
　 　 ４ 　 内 視 鏡
　 　 ５ 　 病 変
　 　 ６ 　 内 視 鏡 用 注 射 針 も し く は 穿 刺 注 入 針 （ ａ 、 ｂ ）
　 　 ７ 　 マ ー キ ン グ
　 　 ８ 　 生 理 食 塩 水
　 　 ９ 　 内 視 鏡 用 局 注 剤
　 １ ０ 　 高 周 波 ナ イ フ
　 １ １ 　 切 開 部
　 １ ２ 　 （ 把 持 ） 鉗 子
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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化手术过程以及提高内窥镜黏膜下剥离术安全性的药物特性，能够注射
药物和药物的穿刺注射针的开发等。 该问题通过内窥镜下粘膜下剥离术
的方法解决，该方法使用该方法和易于注射药物的装置进行。 [选择图]
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